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新年あけましておめでとうございます 
 

町民の皆様には健やかな新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

旧年中は、福智町社会福祉協議会の運営並びに福祉事業の推進におき

まして、町民各位・行政・議会・関係機関団体等の多くの方々の一方な

らぬご支援とご理解を賜り、心より感謝いたしますとともに厚く御礼申

し上げます。 

今年は、少子高齢化が進み、様々な問題が発生すると言われる2025

年問題（下記参照※1）と言われる年に当たります。また、これから迎

える2040年問題（※2）と併せて地域生活を支える新たな取組が必要

となってまいります。福智町を見ても8050問題（※3）、ダブルケア

（※4）など例外ではなく、コロナ禍を経てさらに複雑化・多様化した

生活課題が表面化してきています。しかし、悲観する必要はなく、福智

町のいくつかの地域では様々な地域の生活課題に対して、自分たちで何ができるのかを考え、そ

れを実行していくための取り組みを進めています。法律や制度で対応できない部分を地域住民と

関係機関団体と協働して支えていく取り組みが、ある意味本当の「住民自治」ではないでしょう

か。福智町社会福祉協議会は、こうした生活課題に対応した地域の取り組みを側面からバック

アップするとともに、地域住民と共に「汗をかき」、「共に学ぶ」姿勢を持ちながら、様々な地

域生活課題に取り組んでいきたいと思います。また、行政の役割と社会福祉協議会の役割をしっ

かりと認め合い、手を取り合って地域福祉の推進に努めてまいります。 

社会福祉協議会は、このほかにも福智町の地域福祉の推進のために生活困窮者支援、介護予

防、総合相談、居住支援、ボランティア育成、地域食堂、介護職員初任者研修、社会福祉法人連

携など地域住民や行政、関係団体と協働・連携して取り組みを進めています。 

顔の見える関係づくりを行うとともに、ふれあい交流などの居場所づくりを推進し、地域の福

祉力の向上に向けてさらに取り組みを充実させていきたいと思います。 

そのためには、町民の方々や行政・議会・関係機関団体のご理解とご協力なくしては実現不可

能と申しても過言ではございません。 

今後ともご支援・ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

最後に、皆様の益々のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 

 

令和７年 元旦 

 

社会福祉法人 福智町社会福祉協議会 

会   長    嶋   野    勝  

 

 

 
 

※1 2025年問題・・・1947年～49年の「第1次ベビーブーム」で生まれた「団塊の世代」 

 が、75歳以上となる2025年前後の日本で起こる様々な問題のこと 

※2 2040年問題・・・「第1次ベビーブーム」の子ども世代、いわゆる「団塊の世代の子」 

           が65歳になる2040年頃で、人口減少と高齢者人口のピークとなる年 

 として起こる様々な問題のこと 

※3 8050問題・・・・同居している80代の親と50代の引きこもりの子におきる様々な問題 

※4 ダブルケア・・・・子育てと介護を同時に担うことで、社会問題化してきている 



心配ごと相談スケジュールについて 

心配ごと相談では近隣とのトラブル、結婚・離婚 

問題、借金問題などさまざまな相談に応じていま

す。相談料は無料、秘密は厳守いたしますのでご

相談にお越しください。 

※司法書士による特別相談は、予約制になりますので、  

 希望される方は４日前までに社協窓口または電話にて 

 お申し込みください。  総務課 電話  22-6631 

開催日：時間 開催場所 

１月９日（木） 

１０時～１５時 
旧方城児童センター 

１月１６日（木） 

１０時～１５時 

福智町図書館 ふくちのち 

２階 多目的室 

１月１８日（土） 

１０時～１５時 

金田社会福祉センター 

※司法書士による特別相談 

 ― 1 月 ― 

※ご利用の際はマスクの着用をお願いします。 

※福智町図書館ふくちのちの開館時間は１０時です。 

１０時からしか館内に入れませんのでご了承ください。 

※１２時～１３時までは昼食休憩といたします。 

◆香典返し     

－寄附者―   ―故人―    ―住所― 

光井 芳郎   光井 トモ子  弁城三本松 

原田 文夫   原田 一子   伊方丸山 

高林 エミ子  高林 弘巳   市場8の4 

佃 登美子   佃 俊美    伊方野添 

岩崎 ヒデ子  岩崎 利則   伊方中古門 

桒野 勇一郎  桒野 勝    金田西金田 

甲斐 大輔   和田 房恵   赤池ニュータウン 

岩﨑 俊德   岩﨑 ヒロ子  伊方東古門 

倉石 サダ子  倉石 正昭   伊方東古門 

                          以    上  9 件    150,000円 

謹んで故人のご冥福をお祈りいたしますとともに、
ご遺族のご芳志に深く感謝申し上げます。 ◆物品寄附（フードバンク）     

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ生力ﾕｰｶﾘ園       うどん・そば 

匿名                            そうめん 

匿名                            食品 

※フードバンクとは、家庭や企業で食べき 

れずに捨てられてしまう食品の寄付を受け、 

無償で生活困窮者に提供する活動です。 

◆一般寄附 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ生力ﾕｰｶﾘ園           2,000円 

匿名                  2,000円   

匿名                  10,000円 

匿名                   668円 

   以  上        4件      14,668円 

 

◆物品寄附 
匿名   紙パンツ  

匿名   タオル・ラップ 

◆賛助会費 
石谷 翔平      1口    1,000円 

嶋野 勝        10口   10,000円 

匿名              1口       1,000円     

    以  上    12口     12,000円 

 

愛の贈り物「ありがとうございました」  
                                     順不同敬称略         【令和6年11月11日～令和6年12月10日】 

フードバンクをはじめ、皆さまからのたくさんのご寄附に 

心より感謝申し上げます。 

令和６年１１月２６日、豊徳会様より生活困窮者等への支

援に活用してほしいと豊徳祭のご祝儀等から５万円の寄附

をいただきました。有効に活用させていただくとともに、

これからもﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ等の活動に力を注いでいく所存です。 


